
第4章 地表の変化
ー風化・侵食・土壌化－

https://www.gsi.go.jp/CHIRIKYOUIKU/


1．クイーンズヘッドの運命

（ぷちち台湾 https://petit-tw.jp/yehliu-geopark/）

台湾、野柳地質公園 Yehliu Geopark

注）ジオパークとは何か
・地質・地形から地球の過去を知り、未来を
考えて、活動する場所（日本ジオパークネッ
トワーク）
・日本ジオパーク委員会が認定した「日本ジ
オパーク」は46地域（2022年1月現在）
・ユネスコが認定するユネスコ世界ジオパー
クは、46か国に177地域（2022年4月現在）。
日本ジオパークのうちの9地域も含まれている。

・侵食されにくい地層が上部に載ると、下部の地層が先に侵食されてキノ
コのような形状になる⇒地層の物性（固さ）の違い
・カッパドキアは火砕流堆積物に固い玄武岩質溶岩が載ったもの
・変化しつつある地形⇒地形は変化する
・そのプロセスが、風化、侵食（注：学術的には浸食ではなく侵食）
・地層や岩石は風化し、侵食され、運搬され、堆積し、地形が形成、変化
・生態系が有機物を供給すると土壌が形成される

カパドキア（Wikipediaより）

地形は変わる．．．無常
Geomorphology, they are a- changing’

https://www.google.com/maps/place/Queen's+Head/@25.2088077,121.6905328,623m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x345d4b8a61591b71:0xd833a4d5b55ec8e0!8m2!3d25.2088029!4d121.6931077!16s%2Fg%2F155rycs7?authuser=0
https://petit-tw.jp/yehliu-geopark/
https://geopark.jp/
https://geopark.jp/


ゴビ 新疆トルファン盆地
砂は地表面近くを吹送される
礫は砂で削られ、時々転がって、三稜石になる

https://www.google.com/maps/@42.8102869,89.2249426,138955m/data=!3m1!1e3?authuser=0


2．風化とは 風化・侵食・運搬・堆積といった一連の地形変化の最初のプロセス

花崗岩地域の斜面におけ
る地面の下を想像しよう

注）花崗岩：マグマが地
下でゆっくり固まった火
成岩。関東だと裏筑波加
波山周辺が有名(稲田石)

風化
・物理的風化

-温度による膨張、収縮
-凍結融解
-生物の活動
-風食

・化学的風化
-雨水や地下水との反応
-カルスト地形

https://gbank.gsj.jp/seamless/v2/viewer/?center=36.2493%2C140.1799&z=11&target=cursor
https://www.gsi.go.jp/kikaku/tenkei_chishitsu.html


タマネギ状風化（オニオンクラック）とコアストーン

（北海道立教育研究所教育課題研究部） （応用地質学会）

http://www.ricen.hokkaido-c.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=4136
https://www.jseg.or.jp/chushikoku/assets/file/faq/1-16.pdf


節理 岩石に発達する規則的な割れ目、マグマの固化、応力解放によって生成



地蔵岳オベリスク(上)と金峰山五丈岩（下）
YAMAKEIonlineより

地質がつくる地形のなかでも
花崗岩の創る造形はすばらし
いの一言に尽きるのだ。右

左はタ・プローム（Wikipedia
より）。ラピュタを思い出さ
ないか。
植物は様々な作用で風化、侵
食を促進し、地形（遺跡は人
工地形ともいえる）を変えて
いく。



3．風化から侵食へ

侵食(erosion)：岩石・岩屑・土壌などが、雨水・河川水・氷河・
風などによって運び去られる現象（さらに遠くに運ばれる現象は
運搬）

二つの侵食プロセス
・磨食：礫や砂を含んだ水や氷によって地形面が削られる現象
⇒波食台の形成：波によって動かされる礫や砂によって平坦面が
形成される
⇒氷食地形：U字谷、カールなど

・溶食：岩石が水に溶けて侵食される現象
⇒カルスト地形

岩石海岸の模式図（貝塚,1992)

波食台

（国土地理院：氷食地形）

（薬師岳カール、山と渓谷社）

（国土地理院：カルスト地形） （秋吉台国定公園HP）

https://www.gsi.go.jp/kikaku/tenkei_hyoga.html
https://www.gsi.go.jp/kikaku/tenkei_chishitsu.html
https://akiyoshidai-park.com/spot/






組織地形とは
地形を構成する物質（地層や岩石）の固さや透水性の違いにより、侵食のされやすさに違いが生じることに
よって形成される地形

（中国地質調査業協会HP、鹿大応地から転載）
讃岐富士と屋島（うどん県旅ネット）

・讃岐富士はビュート（火山岩頸という説もある）、屋島はメサ
・硬い岩石は第三紀に噴出した溶岩（火山ではないが、火山活動に関係した地形といえる）

宮崎県、青島の海岸（左）
砂泥互層（砂岩と泥岩が交互に重なっ
た堆積岩）の、砂岩の部分が突出
房総白浜の屏風岩（右）
砂泥互層の泥層が突出

侵食のされやすさは、地層の形成年代や組成、物
性によって様々



透水性の違いがもたらした組織地形－房総の地形の逆転

古

新

低

高

（地理院地図で作製）

茂原

五井

砂勝ちの下総台地では降水は浸透し、地下水として流出する。泥勝ちな上総層群笠森層では地表水として余
分な水を排水。よって侵食が早く進み、隆起地域で形成年代が古い笠森層分布域の標高が低くなる。

（鹿野山）

https://maps.gsi.go.jp/#13/35.251928/139.945736/&base=std&ls=std%7Chillshademap&blend=0&disp=11&lcd=hillshademap&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m


4．土壌とは

・地球の表層にあり、岩石の風化や水、風などによ
る運搬、堆積と生物が作用し、有機物と無機物が組
み合わさってできたもの
・風成塵、火山噴出物、沖積平野を構成する堆積物
も有機物と混ざることにより土壌となる

土壌 植物の生育基盤となり、
私たちの命を支えるもの

裸地に森林が成立すると、土壌が発達し、層位が生じる
・A0層：落葉の層
・A層：黒土層
・B層：茶褐色の年度と砂からなるややしまった層
⇒褐色森林土
・C層：基盤岩石が割れた岩片を多く含む
・D層：基盤岩
注）気候帯によって異なる



5．土壌の分類と分布

土壌には地域性がある⇒地域や国によって分類方法は異なる
・図4-9はFAOやUSDAの分類

肥沃度による分類
－肥沃度が高い土壌
・チェルノーゼム、粘土集積土壌、ひび割れ粘土質土壌
－肥沃度が低い土壌
・強風化赤色土（熱帯地域）
・オキシソル

アルカリ土
・酸性、中性、アルカリ性 ー一般に中性土で作物がよく育つ
⇒酸性の関東ローム層分布域では播種、移植前に石灰を撒く

特殊土壌
・レス：氷期に氷河や氷床が地表面を削って生成された物質
⇒ミネラルが豊富に含まれる カルシウム、鉄など



タンザニア中央部、ドドマ近郊にて（1990年頃）



（二宮書店、現代地図帳）



サバンナ（サバナ）地域の土壌

塩基性岩石の緩斜面はオキシソル、花崗岩の平坦地はマサ

タンザニア中央部のサバン
ナ地域（1990年頃）。鉄棒
で土を突き、穴に種をいれ
るが、その種は何種類かが
混ざっているように見えた。

タンザニア1988乾季

タンザニア1988雨季

https://www.google.com/maps/@-5.9882028,35.7056425,61782m/data=!3m1!1e3?authuser=0


6．日本の土壌

・世界の土壌の12種類の中で、日本に分布するのは4種類
⇒土壌の生成はその土地の地形、地質、気候、植生等の条件による（多様である）

・日本の地形の大分類
⇒山地、台地、沖積平野（川が現在の気候条件で形成した平野）
地形に対応した土壌

・重要な土壌
⇒褐色森林土
⇒黒ボク土（火山灰土壌）
⇒未熟度・沖積土
⇒泥炭土

褐色森林土

黒ボク土沖積土（低地土）
泥炭土（有機質土）

（資料：農研機構、日本土壌インベントリー）

https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/explain/I1.html
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/explain/D.html
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/explain/F.html
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/explain/B.html


https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/index.html


7．成帯土壌と間帯土壌

成帯土壌とは、ケッペンの気候
区分に沿って分布する土壌
⇒気候と植生の影響を強く受け
て生成
注）マクロな見方であること



7．成帯土壌と間帯土壌

間帯土壌は母岩の性質の影響が強く、局地的に分布する土壌
・レグール（デカン高原に分布するひび割れ粘土質土壌）
・テラロッサ
・テラローシャ
・関東ローム層
・シラス

成帯土壌と間帯土壌を理解した上で、世界の土壌分布をどう理解するか

地理ラボ：間帯土壌

https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/figure.html
https://alivevulnerable.com/basic/soil3/


8．土壌をめぐる問題

土壌は人間も含む生態系の維持に欠かせない貴重な資源である。
その資源を浪費していないか？

比較的肥沃な土壌（チェルノーゼム、粘土集積土壌、ひび割れ粘土質土壌）は地球の陸地の
11％
⇒残りの89％は農業のために資材、エネルギーの投入を必要とする

土壌劣化
・土壌侵食（風食や水食）
・土壌有機物の損失
・養分不均衡
・土壌酸性化
・土壌汚染
・湛水
・土壌圧密
・土壌被覆
・塩類集積（塩害）
・土壌生物多様性の現象

FAO曰く「人類はもうこれ以上、必要不可欠な資源（土壌）をあたかも無尽蔵であるかのよ
うに扱うことはできない」

ドロシア・ラング 放棄された農場、テキサス1938 ダイコン畑の侵食（農研機構）

https://www.naro.affrc.go.jp/archive/niaes/magazine/118/mgzn11809.html










土壌とは身近なものであるが、その恩恵に浴するわたした
ちは、土壌の大切さに気がついているだろうか。
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